
活動内容と成果
（１）�TOGA森の暮らし塾2019の運営　合計参加者55人
　①�第1回「利賀の森を見る・知る」　富山の森・植物分類
　②�第2回「エコツアーを創ろう」　エコツアー・植生調査　
　③�第3回「森のめぐみを活かしきる」　木材の見方・
チェンソー技術　

　④�第4回「森に親しみ　雪を楽しむ」　樹液・動物生
態・手ゾリ

（２）エコツアー・森林体験・環境教育　合計参加者164人
　�季節に応じたエコツアーや小学生対象の森林体験
を実施

（３）TOGA森の暮らし塾2020の募集活動
　３組８人が大都市圏から山村へ移住

活動内容と成果
宮城県岩沼市「千年希望の丘」植樹祭は、本来あるべ
きふるさとの森づくり方式とし、2018年度末時点で
日本全国から3万7千人のボランティアの皆様が集
い、31万4千本もの苗木を植えてきた。2019年5月
25日に当協会が主催した岩沼市千年希望の丘植樹
祭＆収穫祭2019では、約1,300人の皆様が1万2千
本の植樹を行い、他団体の植樹本数を含めると2019
年度末時点で累計33万5千本に達している。「千年希
望の丘」のゴールは36万本であり、すでに植樹達成
率は93.1％、完成まで残り2万5千本に迫っている。

課　題
多くの山村は過疎化が進行し、消失の危機にある。一
方、低質材の大量生産を志向する画一的な現代林業
は、生態系の保全と、地域経済を支えるという期待に
応えられていない。

目　標
TOGA森の暮らし塾等の運営により、山村に住んで、
生態系を保全し、森林資源を持続的に利用する「環境
林業」を担う人材を育成し、持続可能な山村地域の創
出を目指す。

課　題
東日本大震災を風化させることなく、復興の象徴で
ある宮城県岩沼市「千年希望の丘」の完成を目指すプ
ロジェクトである。

目　標
宮城県岩沼市「千年希望の丘」の完成により、東北被
災沿岸部に本来あるべきふるさとの森と海浜植生が
再生することが目標である。

（一社）　moribio森の暮らし研究所

（一社）　森の防潮堤協会

「環境林業」を担う人材の育成

岩沼市「千年希望の丘」植樹祭＆収穫祭

南砺市利賀村で、ブナのアガリコ群を観察

岩沼市千年希望の丘植樹祭＆収穫祭2019の様子

フィールドで採取した植物を
同定、標本に

ハマナス・ソーダ300人分を提供

知識の提供・普及啓発

ひろげる助成

1年目

実　践

復興支援助成

1年目

森の暮らし塾参加者数 55 人

植樹本数
（ふるさとの森） 12,000 本

山村移住者(予定含む） 8 人

植樹本数（ハマナス） 1,355 本

今年度計画の達成度 70 ％

今年度計画の達成度 70 ％

目標達成度 30 ％

目標達成度 33 ％

苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
TOGA森の暮らし塾について募集な
どのPR活動を随時行ってきたが、な
かなか参加者が増えない状況が続い
ていた。

■工夫した点
PR活動について、移住マッチングイ
ベント等で移住・転職を絡めた募集
を行ったところ、20件を超える問い
合わせがあった。

■苦労した点
予測を超える参加者になったため、
駐車スペース確保に苦労したが、岩
沼市役所の協力もあり、問題なく開
催できた。

■工夫した点
新たに植えているハマナスを使った
ハマナス・ソーダの300人分限定提
供により、ゴミ回収を徹底すること
ができた。

2020年5月に、TOGA森の暮らし塾2020がスタートする。定員である6人の参加
者が年10回の講座を受講し、1年かけて、森林の資源・空間の持続的利用に根ざし
た、山村での暮らし方プランの策定を目指す。

2020年春にファイナル植樹祭を行う予定だったが、新型コロナウイルスの感染拡
大を受けて、1年延期を決定。2021年春の完成を目指しつつ、2020年度は植樹、補
植、除草活動を継続する予定である。

今後の
展望

今後の
展望

活動地域

活動地域

 富山県南砺市利賀村

 宮城県岩沼市

〒939-2513　
富山県南砺市利賀村上百瀬537
電話：0763-68-2177
E-mail：moribio@hotmail.co.jp
HP：http://moribio.com/

〒981-0931�
宮城県仙台市青葉区北山1丁目
14番1号
電話：022-234-5327
E-mail：morinobouchoutei@yahoo.co.jp
HP：http://morinobouchoutei.com/


